
明
治
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
賞
金
拾
圏
給
興
。

こ
の
間
明
治
十
三
年
六
月
、
東
儀
季
煕
、
東
儀
季
芳
、
林
廣
守
ら
と
と
も
に
海
軍

省
の
依
嘱
に
よ
り
〈
君
が
代
〉
の
新
譜
作
曲
に
努
力
し
、
芝
葛
鎮
、
中
村
誌
庸
（
海

軍
楽
長
）
、
四
元
義
豊
（
陸
軍
楽
長
）
ら
が
エ

ッ
ケ
ル
ト
を
顧
問
と
し
て
撰
定
委
員
と

な
り
、
国
歌
制
定
に
功
績
を
残
し
た
。
音
楽
取
調
掛
に
は
、
明
治
二

十
年
二
月
ま
で

在
職
し
た
。
そ
の
後
は
楽
部
の
伶
人
と
し
て
雅
楽
の
研
究
・
演
奏
に
従
事
し
た
。

大
正
六
年
七
月
楽
部
を
依
願
退
職
、
翌
七
年
二
月
十
九
日
没
。

唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
架
論
叢
』
l

一
三
頁
）

祝
日
大
祭
日
歌
元
始
祭
、
明
治
二
十
五
年
頃
作
曲
。
紳
武
天
皇
祭
歌
壼
越
律
旋
雅

楽
唱
歌
、
伊
澤
修
二
編
『
小
學
唱
歌
集
』
二
巻
、
二
十
五
年
出
版
所
載
。
須
磨
明
石
平

調
律
旋
雅
楽
唱
歌
、
同
一
＿
一
巻
、
二
十
六
年
出
版
。〈
大
和
撫
子
〉
取
調
掛
編
纂
『
小
學

唱
歌
集
』
初
編
、
十
四
年
出
版
、
メ
ー
ソ
ン
賞
賛
の
唱
歌
で
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
登
載

つ
ぐ
い
の
ち

さ
れ
た
。

〈
五
常
の
歌
〉
同
。
〈
鏡
な
す
〉
同
。
〈
繊
命
〉
本
居
宜
長
作
詞
、
三
十
年
。
〈
秋

の
夕
〉
作
歌
不
詳
、
三
十
年
。

〈護
國
の
音
楽
〉
芝
・
永
井
建
子
共
作
、
二
十
七
年
。

〈
鳥
の
歌
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
『
明
治
唱
歌
』
第
一
集
、
二
十
一
年
。
〈若
竹
若
松
〉
大

和
田
け
い
子
作
詞
、
同
。
山
里
（
「
い
さ
り
火
」
よ
り
）
同
第
四
集
、
二
十
二
年
。
〈
古

き
あ
と
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
同
。〈
國
の
姿
〉
物
集
高
見
作
歌
詞
『
唱
歌
莱
錦
』
第

一
、
二
十
二
年
。
五
月
二
十
八
日
（
地
久
節
の
歌
）
『
國
民
唱
歌
』
二
十
四
年
七
月
。

〈
皇
御
函
〉
『
大
東
軍
歌
』
。
そ
の
他
。

上
直
行
（
う
え
さ
ね
み
ち
）

東
京
府
士
族

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二
日
山
城
國
愛
宕
郡
塔
之
段
北
横
町
に
於
て
生
。

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
よ
り
慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
ま
で
楽
道
練
磨
の
暇
を
以
て

平
瀬
元
淳
江
馬
天
江
橋
本
慎
齊
等
に
就
き
漢
学
詩
文
を
講
究
す
。

慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
一
月
四
日
内
侍
所
勤
番
被
仰
付
。
同
月
二
十
八
日
太
政
官
代

勤
番
被
仰
付
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
十
七
日
太
政
官
代
勤
番
被
免
。

同
日
太
政
官
代
勤
番
褒

美
と
し
て
金
円
下
賜゚

同
三
年
(
-
八
七

0
)
十
二
月
二
十
七
日
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
二
十
七
日
任
少
伶
人
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
十
四
日
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。

博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
二
月
二
日
記
録
課
出
仕
被
命
。
三
月
十
九
日
記
録
課
出
仕
依
願

被
免
゜

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋
月
三
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人
以
下
被
廃
更
に
一
等
伶
人
以

下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
三
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
二
日
佛
國
博
覧
会
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
励
に
付
金

円
下
賜
。
八
月
二
十
九
日
一
等
伶
人
以
下
被
廃
更
に
三
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任

三
等
伶
人
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
内
外
の
音
律
研
究
、
和
声
の
研
究
、
唱
歌
の
選
曲
。
同
日
音
楽
取
調
掛
勤

務
申
し
付
け
ら
れ
る
手
当
と
し
て

一
ヶ
月
金
拾
圏
給
典
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
二
月
二
十
五
日
除
服
出
仕
。
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為

手
嘗
金
七
円
給
典
。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
三
月
十
九
日
自
今
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
典
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
二
十
日
教
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
唱
歌
ピ
ア
ノ
の
授
業

を
担
当
。
十
月
二
十
九
日
架
道
保
護
の
為
め
毎
年
金
八
拾
五
円
下
賜
。
十
一
月
十
四

日
任
雅
架
師
。
同
日
十
二
等
相
賞
年
俸
金
爪
百
四
拾
円
支
給
。
十
二
月
二
十
六
日
文

部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
、
但
手
当
と
し
て
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
興
。
同

日
音
楽
取
調
掛
勤
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
差
免
。
同
日
音
楽
取
調

掛
教
授
方
嘱
託
月
手
当
拾
五
円
交
付
。
三
月
九
日
兼
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
。
三

月
十
八
日
第
二
岡
中
學
校
師
範
學
校
教
員
免
許
學
力
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五

月
三
十
一
日
第
二
囲
中
學
校
師
範
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
命
に
付
府
為
其
報
酬
花

生
一
個
贈
典
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
三
月
二
十
二
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
に
付
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
三
月
二
十
四
日
明
治
二
十
年
尋
常
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試

一
月
十
四
日
欧
洲
楽
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験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
七
月
十
三
日
明
治
二
十
年
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高

等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
中
勉
勘
に
付
硯
筐
一
個
贈
興
。
十
二
月
十
六
日
自
今

一
ヶ
月
金
戴
拾
圏
給
典
。
同
年
明
治
二
十
一
年
の
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等

女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
本
年
第
三
固
小
學
教
員
授
業
生
學
力
検
定
試
験
委
員
を
嘱

託
さ
れ
る
。
五
月
十
五
日
任
楽
師
兼
伶
人
下
級
俸
給
典
。
同
年
本
年
第
四
回
小
學
校

教
員
授
業
生
學
力
検
定
試
験
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
四
月
十
日
兼
任
東
京
音
楽
學
校
教
諭
。

同
日
叙
奏
任
官
六

等
。
同
日
年
俸
金
爪
百
円
下
賜
゜

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
三
月
二
十
五
日
中
等
唱
歌
集
校
正
嘱
託
に
付
為
手
富
金
五

拾
円
給
典
。
四
月
五
日
元
東
京
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
を
解
か
れ
る
。

同
日
元
東

京
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
中
勉
勘
に
付
為
手
当
金
拾
戴
円
給
典
。
十
月
十
五
日
兼

任
東
京
音
楽
學
校
教
授
叙
奏
任
官
六
等
。
同
日
年
俸
金
賦
百
園
下
賜゚

同
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
三
月
二
十
六
日
稗
武
天
皇
御
例
祭
参
向
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
月
十
一
日
明
治
二
十
四
年
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試

験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
月
二
十
日
年
俸
金
厭
百
四
拾
園
下
賜
。
同
日
祝
日
大
祭

日
歌
詞
及
架
譜
審
査
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十
二
月
十
七
日
七
級
俸
三

分
の
一
下

賜
。
十
二
月
二
十
六
日
叙
従
七
位
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
三
月
三
十
一
日
本
省
の
嘱
託
に
依
り
時
々
教
科
用
図
書
の

検
査
に
従
事
相
成
に
付
報
酬
と
し
て
花
瓶
一
個
贈
興
。
四
月
三
十
日
二
十
四
年
尋
常

師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
撥
当
相
成
候
報
酬
と
し
て

重
莫
函
一
個
贈
典
。
四
月
二
十
八
日
一
月
一
日
孝
明
天
皇
祭
紳
武
天
皇
祭
天
長
節
勅

語
奉
答
唱
歌
用
架
譜
製
作
を
嘱
託
さ
れ
る
。
祝
日
大
祭
用
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委
員

長
。
十
二
月
十
九
日
明
治
二
十
六
年
の
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教

員
學
力
試
験
委
員
命
を
ぜ
ら
れ
る
。

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
三
月
三
十
一
日
職
務
格
別
勉
励
に
付
為
其
賞
金
百
拾
圏
下

賜
。
五
月
十
六
日
大
臣
官
房
図
書
課
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五
月
二
十
四
日
祝
日
大

祭
日
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
七
月
七
日
祝
日
大
祭
日
歌
詞
及
楽
譜

審
査
委
員
握
当
中
勉
励
ノ
廉
を
以
て
大
臣
よ
り
謝
状
ヲ
贈
典
せ
ら
る
。
同
日
祝
日
大

祭
日
唱
歌
用
楽
譜
当
撰
に
付
報
酬
と
し
て
金
拾
円
贈
典
。

七
月
十
四
日
職
務
格
別
勉

励
に
付
為
其
賞
金
百
五
拾
円
下
賜
。
七
月
十
五
日
先
般
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校

高
等
女
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
撥
当
勉
励
の
廉
を
以
て
大
臣
よ
り
謝
状
を
贈
ら

る
。
八
月
二
十
八
日
教
科
書
図
書
検
定
上
格
別
勉
励
に
付
為
其
賞
金
五
拾
園
下
賜゚

九
月
十
一
日
兼
任
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校
教
授
。
叙
高
等
官
七
等。

十
一
月

九
日
職
務
格
別
勉
勘
に
付
為
其
賞
金
七
拾
五
円
下
賜゚

同
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
二
月
二
十
六
日
依
願
免
兼
高
等
師
範
學
校
附
属
音
楽
學
校

教
授
。
三
月
六
日
本
校
附
属
音
楽
學
校
の
教
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
二
十
四
日
音

楽
に
関
す
る
教
科
書
調
査
方
を
嘱
託
さ
れ
る
。
同
日
第
七
囲
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中

學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
三
十
一
日
教
務
嘱
託
為
手

当
金
八
拾
五
圏
贈
典
。
同
日
自
今
教
務
嘱
託
為
手
当
一
ケ
年
金
三
百
六
拾
円
贈
典
。

同
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
二
月
十
四
日
自
今
報
酬
一
ケ
年
金
四
百
戴
拾
円
給
興
。
三

月
二
十
八
日
第
八
回
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
試
験
委
員

を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
三
月
二
十
五
日
第
九
囲
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等

女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
三
十
年
(
-
八
九
七
）
三
月
二
十
九
日
第
十
圃
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女

學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

九
月
十
六
日
尋
常
中
學
校
教
科
細
目
調
査
委

員
を
嘱
託
さ
れ
る
。

十
二

月
二

十
日
任
雅
楽
師
給
准
四
等
下
級
俸
゜

同
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）
一
月
二
十
八
日
第
十
一
間
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高

等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
三
月
四
日
兼
任
楽
師
准
四
等
。
六
月
二

十
八
日
叙
勲
八
等
授
瑞
賓
章
。
五
月
十
二
日
修
学
旅
行
と
し
て
女
生
徒
を
監
督
し
埼

玉
縣
下
大
宮
へ
出
張
を
嘱
託
さ
れ
る
。
七
月
三
十
日
自
今
報
酬
と
し
て
一
ケ
年
金
五

百
円
贈
典
。
十
月
十
八
日
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
教
員
講
習
会
講
師
摺
当
報
酬
と
し

て
金
七
拾
円
贈
典
。

同
三
十
二
年
(
-
八
九
九
）
二
月
八
日
尋
常
中
學
校
教
科
書
唱
歌
選
定
委
員
を
嘱
託
さ

れ
る
。
三
月
第
十
二
回
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ

る
。
七
月
七
日
第
十
二
団
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
委
員
摺
当
の
慰

労
と
し
て
金
二

十
円
贈
典
。

十
月
十
三
日
第
十
三
回
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
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教
員
検
定
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。
十
二
月
十
四
日
楽
音
に
関
す
る
教
科
書
調
査
嘱
託

の
手
当
と
し
て
金
三
拾
円
支
給
。
十
二
月
教
科
書
調
査
嘱
託
の
手
当
と
し
て
金
拾
円

贈
興
。

同
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)
二
月
三
日
自
今
報
酬
と
し
て
一
ケ
年
金
六
百
園
贈
興
。
ニ

月
二
十
一
日
依
願
第
十
三
固
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
検
定
試
験
委
員
を

解
か
れ
る
。

同
三
十
四
年
(
-
九

0
1
)
七
月
十
日
名
古
屋
大
阪
京
都
及
奈
良
の
四
市
へ
出
張
を
嘱

託
さ
れ
る
。
九
月
本
月
十
六
日
限
り
当
分
の
内
報
酬
贈
典
せ
す
。
十
二
月
十
一
日
准

三
等
給
下
級
俸
。
十
二
月
二
十
三
日
教
科
書
調
査
嘱
託
の
手
当
と
し
て
金
百
円
贈
興
。

同
三
十
九
年
(
-
九

0
六
）
三
月
三
十
一
日
依
願
解
嘱
託
。

大
正
三
年
(
-
九

一
四
）
一
月
八
日
本
校
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。

そ
の
後
昭
和
四
年
十
月
ま
で
講
師
と
し
て
つ
と
め
た
。
東
京
音
楽
学
校
は
も
と
よ

り
、
わ
が
国
の
音
楽
教
育
に
尽
力
し
た
。

昭
和
十
二
年
(
-
九
三
七
）
二
月
二
十
八
日
没
。

初
期
の
唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
榮
論
叢
』
―
一
五
頁
）

祝
日
大
祭
歌
一
月
一
日
、
二
十
五
年
頃
。
天
長
節
（
上
・

大
和
田
建
樹
編
『
明
治

唱
歌
』
第
一

、
二
十
一
年
）
。
帝
國
議
会
開
院
之
頌
、
二
十
三
年
十
二
月
六
日
演
奏
。
〈國

民
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
五
年
。

〈
月
の
大
小
の
歌
〉
故
里
見
義
（
取
調
掛
歌
人
）
作

詞
、
二
十
五
年
。
〈
御
結
婚
満
二
十
五
年
御
脱
儀
の
歌
〉
黒
川
員
頼
作
詞
、
東
京
音
楽
学

校
用
、
二
十
七
年
。
〈
開
校
式
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年。

〈義
勇
奉
公
〉
（
軍
歌
）

中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年
八
月
。
〈
學
の
力
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
二
十
一
年
。
〈
筋

骨
〉
烏
山
啓
作
詞
、
二
十
七
年
八
月
。
幸
田
令
姻
の
官
命
を
う
け
て
海
外
留
學
せ
ら
る

る
を
送
る
歌
、
二
十
二
年
。
〈
國
之
光
〉
三
十
七
年
。
〈
鐵
道
唱
歌
〉
上

・
多
梅
雅
共
作
、

三
十
三
年
。
〈
日
露
戦
季
國
民
唱
歌
〉
上

・
小
山
作
之
助
共
作
、
三
十
七
年
。

〈
軍
紳
廣

瀬
中
佐
〉
三
十
七
年
。
〈
遊
歩
の
庭
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
『
明
治
唱
歌
』
第
一
集
、
ニ

十
一
年
。

〈
日
本
男
子
〉
同
、
同
。
〈
競
漕
の
歌
〉
上
作
詞
、
同
。
〈
あ
す
は
千
里
〉
大
和

田
作
詞
、
同
第
二
集
、
二
十
二
年
。
〈
自
然
の
友
〉
同
、
同
。
〈
朝
ぽ
ら
け
〉
同
、
同
第

四
集
、
二
十
二
年
。

〈
父
の
墓
〉
同
、
同
第
五
集
、
二
十
三
年
。
〈
山
陵
〉
同
、
同
。
〈
亜

細
亜
の
海
〉
同
、
同
第
六
集
、
二
十
五
年
。
〈
わ
が
赦
師
〉
同
、
同
。〈
三
育
〉
西
山
宜

楽

道

士

一
片
の
名
刺
少
女
の
手
に
渡
る
や
、
暫
時
に
し
て
一

室
に
伴
は
れ
ぬ
、
室
は

楽
書
を
以
て
充
た
さ
れ
、
亦
楽
器
を
備
ふ
、
問
は
す
し
て
＿
音
楽
家
た
る
を
知

る
、
正
面
に
あ
り
て
應
接
す
る
人
は
、
是
な
ん
主
人
公
上
員
行
氏
な
り
、
氏
は

音
楽
校
創
設
以
来
の
教
授
職
に
在
り
て
、
理
論
技
術
共
に
秀
ひ
て
ぬ
る
名
士
、

其
整
然
た
る
体
度
と
、
温
乎
た
る
風
采
と
は
、

一
見
人
を
し
て
師
父
に
接
せ

し

む
る
の
思
ひ
あ
ら
し
む
、
先
つ
一
通
の
挨
拶
終
り
て
、
談
學
友
會
演
奏
會
に
移

り
、
話
頭
一
轄
直
に

我
國
音
楽
唱
歌
問
題

に
入
る
、
今
日
の
＿
音
楽
唱
歌
の
有
様
を
見
る
に
、
本
邦
在
来
の
一
音
楽
よ
り
、
其

昔
架
上
に
閥
す
る
上
慎
行
君
の
談
話

十
二
月
）

粋

和
作
詞
、
『
唱
歌
莱
錦
』
第
一
、
二
十
二
年
。
〈
大
皇
國
〉
湯
本
武
比
古
作
詞
、
『
國
赦
唱

歌
集
』
三
十
年
。

〈國
の
徳
〉
小
中
村
清
矩
作
詞
、
『
新
編
中
學
唱
歌
』
二
十
五
年
。
〈
燕
〉

同
、
同
。
〈
打
て
や
懲
せ
や
清
國
を
〉
横
井
忠
臣
作
詞
、
二
十
七
年
。

〈招
魂
社
〉
小
中

村
清
矩
作
詞
、
二
十
七
年
。

〈琴
〉
林
甕
臣
作
詞
、
三
十
一
年
『
お
む
が
く
』
に
発
表
、

複
音
譜
。
〈
勧
學
の
歌
〉
高
崎
正
風
作
詞
、
『
唱
歌
莱
錦
』
第
二
、
二
十
三
年
九
月
。
〈
暮

春
〉
税
所
敦
子
作
詞
、
『
日
本
唱
歌
集
』
三
十
九
年
九
月
。
〈
皇
國
の
光
〉
中
村
秋
香
作

詞
、
『
國
民
唱
歌
』

小
山
作
之
助
編
、
二
十
四
年
七
月
。
〈
稲
村
が
崎
〉
鳥
居
枕
作
詞
、

同
。
〈
揺
島
中
佐
歓
迎
歌
〉
佐
藤
誠
賞
作
詞
、
二
十
六
年
六
月
『
一音
楽
雑
誌
』
。
〈
義
勇
奉

公
〉
中
村
秋
香
作
詞
、
二
十
七
年
九
月
『
＿
音
楽
雑
誌
』
。
〈
皇
太
后
陛
下
の
崩
御
を
惟
み

奉
る
歌
〉
黒
川
員
頼
作
詞
、
三
十
年
。

〈橋
本
左
内
〉
河
津
直
入
作
詞
、
『
若
越
郷
土
唱

歌
』
。
同
磐
合
唱
曲
、
花
下
懐
友
（
鳥
居）
、
落
花
、
旅
の
道
、
秋
の
暮
（
以
上
大
和

田）
、
春
風
（
佐
々
木
）
、
以
上

『
女
子
日
新
唱
歌
』
三
十
九
年
、
大
和
田
建
樹
編
。

上
員
行
の
音
楽
談
義
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
『
＿音
榮
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
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普
及
の
度
も
感
情
も
宵
壌
の
差
あ
り
、
加
之
多
敷
の
本
邦
人
は
、
泰
西
の
音
楽

唱
歌
を
嫌
忌
す
る
も
の
A

如
し、

左
れ
は
之
に
到
す
る
一
音
楽
家
の
覺
悟
及
採
る

へ
き
照
来
の
方
針
は
、
如
何
な
る
べ
き
や
の
問
に
到
し
、
主
人
公
口
を
開
き
て

日
く
、
然
り
、
泰
酉
音
楽
の
東
洋
音
楽
に
優
れ
る
は
、
識
者
が
許
す
虞
の
事
賞

に
し
て
、
別
段
蝶
々
を
要
せ
す
と
雖
も
、
本
邦
―
音
楽
の
如
き
は
、
三
韓
、
呉
、

隋
、
唐
の
古
楽
、
明
、
清
架
、
各
種
、
の
俗
楽
等
あ
る
が
上
に
、
泰
西
楽
の
博

来
せ
る
な
れ
ば
、
其
駁
雑
な
る
こ
と
、
萬
屋
の
如
く
、
掃
溜
の
如
く
、
其
嗜
好

も
千
差
萬
別
な
れ
ば
、
完
全
統
一
の
域
に
達
し
得
ざ
る
も
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
な

り
、
殊
に
方
今
の
唱
歌
に
至
て
は
、
本
邦
人
作
曲
術
の
未
だ
進
歩
せ
ざ
る
に
よ

り
、
多
く
は
泰
西
の
曲
譜
を
採
り
て
之
に
附
す
る
に
、
本
邦
の
歌
詞
を
以
て
し

た
る
も
の
な
れ
ば
、
詞
、
曲
、

一
致
の
貼
に
於
て
は
、
往
々
妥
営
を
欠
け
る
も

の
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
是
れ
亦
泰
西
―
音
楽
の
完
備
整
然
た
る
に
拘
は
ら
ず
、

會
々
本
邦
人
の
耳
に
嫌
忌
せ
ら
る
A

一
因
な
ら
ん
か
、
唱
歌
集
中
に
も
螢
の

光
、
玉
の
宮
居
、
五
日
の
風
敷
曲
の
如
き
は
、
喝
采
を
得
つ
A

あ
り
、
素
と
是

れ
等
は
蘇
蘭
格
の
旋
律
に
し
て
、
＿
音
律
も
＿
音
階
も
欧
州
古
代
的
の
者
、
所
謂
支

那
、
日
本
と
大
同
な
る
も
の
な
れ
ば
、
歌
詞
の
適
合
し
て
、
本
邦
人
の
感
情
嗜

好
に
合
す
る
の
致
す
所
な
ら
ん
、
さ
れ
ば
舶
来
の
音
楽
此
儘
に
應
用
せ
ん
と
す

る
時
は
、
＿
音
楽
の
慎
の
教
育
あ
る
部
分
を
除
く
外
、

一
般
本
邦
人
の
心
裡
に
適

し、

遍
く
普
及
す
る
の
結
果
を
見
る
は
、
甚
だ
困
難
な
る
こ
と
A

信
す
、
然
れ

共
如
何
な
る
方
針
方
法
に
よ
り
て
、
本
邦
人
に
適
せ
し
む
る
融
化
法
を
考
ふ
べ

き
や
に
到
し
て
は
、
瞭
大
遼
遠
の
問
題
な
る
を
以
て
、
余
輩
等
の
窺
へ
知
る
所

に
あ
ら
ざ
れ
共
、
兎
に
角
古
来
よ
り
我
國
音
楽
の
愛
遷
を
考
へ

、
少
し
く
賂
来

の
方
針
を
述
べ
ん
と
す
、
遠
く

本
邦
＿
音
楽
の
愛
遷

を
尋
ぬ
る
に
、
遼
遠
に
し
て
稜
端
測
知
す
べ
か
ら
ず
、
唯
本
邦
楽
第
一
革
命
所

謂
支
那
楽
博
来
以
前
の
＿
音
楽
は
、
笛
、
和
琴
、
の
類
と
賠
純
な
る
唱
歌
と
あ
り

し
の
み
、
其
昔
律
の
不
完
全
な
る
固
よ
り
言
を
要
せ
ざ
る
べ
く
、
此
時
に
嘗
り

隋
唐
の
稜
逹
し
た
る
＿
音
楽
は
、
楽
師
と
共
に
渡
来
し
た
り
と
雖
も
、
此
＿
音
楽
は

却
て
大
和
民
族
の
優
待
を
受
け
ず
し
て
、
彼
等
の
感
情
に
は
不
可
思
議
に
聞
へ

た
り
し
な
り
、
彼
等
は
元
来
雖
純
な
る
一
音
楽
に
の
み
涵
養
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
高

尚
に
し
て
複
雑
な
る
一
音
楽
は
五
月
蠅
感
ぜ
し
も
、
無
理
な
ら
ざ
る
な
り
、
此
冷

淡
な
る
境
遇
時
代
に
嘗
り
、
彼
の
文
明
の
神
性
を
帯
べ
る
聖
徳
太
子
、
厳
鼎
な

る
法
律
を
規
定
し
て
、
新
音
楽
を
研
究
せ
し
む
る
事
に
奨
勘
せ
し
と
雖
も
、
如

何
せ
ん
感
情
嗜
好
の
無
形
的
行
為
は
、
流
石
座
制
の
法
も
抑
へ
る
に
由
な
く
、

残
酷
に
も
外
図
架
は
不
充
分
な
る
本
邦
楽
の
為
に
、
頭
を
上
ぐ
る
能
は
ざ
り
し

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

が
、
慧
眼
敏
捷
な
る
太
子
、
早
く
も
之
を
覺
り
、
之
を
普
及
し
隆
盛
な
ら
し
め

0

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

ん
に
は
、
人
心
の
感
所
を
抑
へ
て
之
に
代
ら
し
む
る
に
如
か
ず
と
、
遂
に
万
古

末
曾
有
の
法
律
を
稜
布
し
た
り
、
日
＜

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

外
國
博
来
の
＿
音
楽
を
為
す
も
の
は
、
課
税
を
免
ず
べ
し

と
、
此
妙
な
る
法
令
と
共
に
、
新
音
楽
は
其
歩
を
進
め
、
稽
一
般
に
普
及
し
た

り
と
雖
も
、
こ
は
是
れ
支
那
従
来
の
醜
状
其
儘
を
移
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
感

情
嗜
好
に
伴
は
ざ
る
た
め
、
思
は
し
く
あ
ら
ざ
り
し
な
り
、
有
司
之
を
憂

へ、

＿
音
楽
専
門
の
遣
唐
留
學
生
を
派
し
、
彼
陵
―
音
楽
の
奥
を
究
め
し
む
、
而
し
て
彼

等
留
學
生
の
蹄
朝
す
る
や
、
大
に
其
組
織
を
愛
じ
て
、
従
来
の
新
＿
音
楽
を
一
愛

し
、
専
ら
本
邦
人
の
人
情
嗜
好
に
合
せ
ん
事
を
務
め
、
遂
に
今
日
の
雅
楽
を
大

成
し
た
る
者
な
り
、
是
れ
余
輩
が
討
究
を
下
し
た
る
の
事
賓
、
歴
史
上
の
証
説

な
り
、
そ
も
此
れ
が
討
究
を
下
す
に
至
り
た
る
は
、
賓
に
一
昨
年
奈
良
漫
遊
の

際
、
彼
の
有
名
な
る
正
倉
院
に
於
て
、
奈
良
朝
の
架
器
を
拝
観
し
た
る
時
に
あ
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是に由て観れば、奈良朝以前郎ち革命前までは、幾多の楽器より組

織したる半成和盤的の者に疑ひなく、所謂今日雅架に用ゐる者と、

同名同形なる者は二、同名にして異形なる者は五、而して全くなき

ものは八種あり、此等を以て考ふれば、今日の楽器は奈良朝時代楽

器の一部則ち最小なる者を採り、之に改良を加へたるものA如く、

他は皆煩はしきか為に、放棄したるに似たり。

呼々彼等遣唐留學生の大偉人が、大英断と大卓見とを以て、本邦

人の嗜好感情に伴ふ新音楽を組織し、従来の神楽の如きは、之を敬

して祭祀の一部に供へ、其他雑楽の譜の如きは、高閣に束ねしめた

るなり、（此革命に方り、和盤上の楽器を煩しとて排棄したるは、

賓に千古の遺憾にして、余の常に歎惜止む能はざる所なり）要する
0000000000 000 

に此結果を収め得たる所以の者は、音楽の偉人が顕出して、其國人
0O O O O O O O 000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

に適合したる新奇の一音楽に融化せしめたる故のみ。

器楽御院倉正

面 鼓 砥目 絃

i 類 類 類 面

． 笙 喜 >小 冒

大笙斎笛
琵和 同

五
鍍敷
絃七琶絃五琴一

名
築 ヶ 異
敷

形ヶ

虔ig
方腰 尺猫 空玩新旦異

八
磐鼓 八 篠咸 名

食9冒 ーニ其他 異形

架
器
の
種
類

本
邦
に
は
楽
器
の
種
類
、
甚
た
多
し
と
雖
も
、
俗
楽
器
に
て
完
全
に
近
く
稜

達
せ
る
者
は
、
三
絃
な
る
へ
し
、
然
れ
と
も
其
弾
法
に
至
て
は
、
寧
し
ろ
風
雅

上
品
の
等
は
人
の
嗜
好
に
適
し
、
採
用
せ
ら
る
べ
し
、
泰
西
の
＿
音
楽
器
に
て
、

後
来
盛
ん
に
行
は
る
へ
き
者
は
、
第
一
に
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
第
二
に
風
琴
な
る
ヘ

く
、
ピ
ア
ノ
の
如
き
は
生
計
の
度
に
適
せ
さ
る
を
以
て
、
二
器
と
同
し
く
弘
＜

採
用
せ
ら
る
A

は
難
か
る
ぺ
し
、
無
論
大
革
命
の
日
に
は
、
今
日
本
邦
に
行
は

る
A

瑣
々
た
る
楽
器
は
大
半
掃
瘍
せ
の
れ
ん
の
み
、
さ
れ
ば
今
日
に
於
て
之
を

攻
究
し
、
之
を
討
議
す
る
機
閥
な
か
る
へ
か
ら
す
、
幸
に

一
音
楽
雑
誌

あ
り
、
近
比
メ
ッ
キ
リ
稜
逹
し
た
り
、
余
輩
影
な
か
ら
萬
歳
を
稲
ふ
、
是
れ
蓋

し
四
鼈
氏
の
先
見
と
忍
耐
の
生
み
し
虞
な
ら
ん
、
余
輩
は
同
氏
の
世
を
看
破
す

俄
に
在
来
の
一
音
楽
に
打
勝
ち
て
、
遍
く
普
及
顎
逹
せ
し
む
る
事
こ
れ
望
む
べ
か

ら
ず
、

蓋
し
之
を
能
く
す
る
所
以
の
者
は
、
能
く
西
洋
の
音
楽
を
研
究
し
、
其

0
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0

0
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0

0
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奥
を
極
め
、
其
性
を
考
へ
て
本
邦
―
音
楽
と
、
競
進
せ
し
む
る
に
あ
る
の
み
、
然

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、＿
音
楽
上

、
、
、

ら
は
一
定
期
間
に
秀
吉
家
康
の
如
き
、
海
内
を
一
統
す
る
偉
人
否
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
大
偉
人
輩
出
し
て
、
今
日
の
本
邦
楽
と
泰
西
架
と
を
程
よ
く
融
合
し
、
天
晴

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
何
と
も
謂
ひ
能
は
さ
る
の
新
音
架
顕
出
し
て
、
第
二
音
楽
の
革
命
始
め
て
成

、、
ら
ん。

に
至
ら
ざ
る
は
、
止
む
を
得
ざ
る
の
事
な
り
、
最
も
未
た
年
浅
き
事
な
れ
ば
、

今
日
の
音
楽
唱
歌
は
、
恰
も
聖
徳
太
子
時
代
の
如
く
、
邦
人
が
悉
く
好
愛
す
る

の
途
を
踏
ん
で
、
始
め
て
普
及
す
べ
き
を
豫
言
せ
ざ
る
を
得
ず
、
何
と
な
れ
ば

れ
ば
、
是
に
依
り
蹄
納
し
て
断
定
を
下
さ
ば
、
今
日
の
泰
西
昔
架
も
此
と
同

り
、
則
ち
其
楽
器
の
種
類
は
左
の
如
し
、

本
邦
の
一
音
楽
夫
れ
此
く
の
如
き
の
事
賓
を
以
て
、
今
日
に
至
り
た
る
も
の
な
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る
の
敏
な
る
に
驚
く
、
所
謂
嘗
時
書
律
か
音
楽
書
の
出
版
を
以
て
、
難
物
の
一

に
置
き
た
り
し
に
、
猫
り
四
鼈
氏
の
出
版
書
に
至
て
は
、
少
く
も
四
五
版
に
至

ら
さ
る
な
し
と
聞
く
、

是
れ
氏
の
慧
眼
な
ら
す
し
て
何
ぞ
、
氏

の
音
楽
界
に
跛

渉
す
る
地
位
、
近
日
朗
々
の
音
に
て
歓
迎
せ
ら
れ
ん
、
今
述
へ
し
所
は
上
員
行

一
己
の
愚
見
の
み
、
敢
て
問
に
答
へ
て
音
楽
の
為
め
に
心
底
の
一
班
を
吐
露
す

る
の
み
、
請
ふ
笑
察
あ
れ
と
、
時
に
粋
士
明
治
廿
五
年
十
二
月
某
日
月
光
に
導

か
れ
、
牛
込
矢
来
町
廿
三
番
地
を
立
出
た
り
。

式
部
職
楽
師
兼
伶
人
、
東
京
府
士
族
、
旧
楽
人

安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
九
月
二
十
日
。
京
都
塔
之
段
毘
沙
門
町
に
於
て
生
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
腹
に
付
各
位
階
を
禰
。
但
し
上

下
の
禰
自
四
位
初
位
に
至
迄
被
陵
。

同
三
年
(
-
八
七

0
)
十
一
月
十
九
日
自
今
酋
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階

総
而
被
腹
。
十
一
月
二
十
八
日
依
願
東
上
。
十
一
月
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
九
月
十
二
日
雅
楽
長
助
権
助
被
腹
更
に
式
部
寮
江
合
併
被
仰

付。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
六
月
二
十
八
日
上
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
二
月
十
四
日

歌
洲
楽
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
三
月
十
三
日
任
少
伶
人
。
四
月
八
日
任
権
中
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
十
月
二
十
八
日
除
服
出
仕
。
十
月
三
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人

以
下
被
賤
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
八
月
二
十
九
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
内
外
音
律
、
和
声
の
研
究
。
唱
歌
の
選
曲
。
音
楽
取
調
掛
勤
務
申
し
付
け

ら
れ
る
為
手
富
金
拾
円
給
典。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
嘗
金
拾
円
給
興
。

奥
好
義

（
お
く
よ
し
い
さ
）

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
三
月
十
九
日
自
今
壼
個
月
金
拾
五
円
給
興
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
二
十
日
教
員
可
相
勤
。
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
師
。
十

月
二
十
九
日
祖
先
以
来
連
綿
楽
道
に
従
事
に
付

一
家
保
護
の
た
め
毎
年
八
拾
五
円
下

賜
゜

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
六
月
一
日
東
京
女
子
師
範
學
校
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ

る
。
八
月
十
七
日
職
務
勉
動
に
付
為
手
嘗
金
拾
円
給
典
。
九
月
七
日
兼
東
京
師
範
學

校
諾
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
月
二
十
七
日
文
部
省
御
用
掛
差
免
。
東
京
師
範
學
校
御

用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
。
兼
音
楽
取
調
所
詰
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
東
京
師
範
學
校
兼
勤
差
免
。
音
楽
教
授
方
嘱

託
さ
れ
る
。
兼
音
楽
取
調
掛
教
授
方
嘱
託
さ
れ
る
。
唱
歌
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
を

担
当
。
六
月
二
日
兼
任
高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
叙
判
任
官
六
等
。
年
俸
金
百
二
十

円
給
興
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
二
月
三
日
音
楽
取
調
掛
教
授
方
嘱
託
を
解
か
れ
る
。
東
京
高

等
女
學
校
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
月
俸
金
拾
五
円
給
興
。

同
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
三
月
三
十
一
日
免
兼
高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
兼
任
女
子

高
等
師
範
學
校
助
教
諭
。
叙
判
任
官
四
等
。
月
俸
金
拾
五
円
給
輿
。
七
月
二
十
三
日

補
架
師
兼
伶
人
。
月
俸
拾
五
円
支
給
。

同
二
十
五
年
(
-
八
九
二
）
二
月
十
九
日
免
兼
官
。
兼
任
女
子
高
等
師
範

學

校
助
教

授
。
七
月
十
二
日
兼
官
職
務
勉
勘
に
付
為
慰
労
金
九
拾
円
給
興
。
十
二
月
兼
官
職
務

勉
勘
に
付
為
慰
労
金
百
四
拾
五
円
給
興
。

同
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
四
月
十
四
日
尋
常
師
範
學
校
尋
常
中
學
校
高
等
女
學
校
音

楽
科
教
員
た
る
事
を
免
許
さ
れ
る
。
五
月
三
十
一
日
職
務
勉
勘
に
付
為
其
賞
金
三
拾

六
円
給
典
。
免
兼
女
子
高
等
師
範
學
校
助
教
授
。
嘗
校
生
徒
の
授
業
を

嘱

託
さ
れ

る。

壼
個
月
手
嘗
金
拾
八
円
給
典
。

同
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
二
月
七
日
本
校
附
属
音
楽
學
校
の
教
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。

三
月
三
十
一
日
教
務
嘱
託
為
手
当
金
五
拾
五
円
給
興
。

同
三
十
四
年
(
-
九

0
1
)
六
月
二
十
七
日
叙
勲
八
等
授
瑞
宝
章
。

同
三
十
五
年
(
-
九

0
二
）
三
月
三
十
一
日
授
業
嘱
託
を
解
か
れ
る
。
四
月
八
日
遠
山

御
用
掛
所
労
引
籠
中
常
官
、
周
官
御
用
掛
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
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